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與謝野 晶子 訳 



あ ひがたき い つきの みことお も ひて き 

はる 

さらに 遥かにな り ゆく もの を (晶子) 

ぜんさい ぐう じゅだい 

前 斎宮の 入内 を 女院は 熱心に 促して おいでになった。 

こまごまとした 入用の 品々 もあろう がすべ て を 引き 受 

けて する 人物が ついていな いこと は 気の毒で あると、 

源氏 は 思いながら も院 への 御 遠慮が あって、 今度 は 二 

条の院 へお 移しす る こと も 中止して、 傍観者ら しく 見 

せて はいたが、 大体の こと は 皆 源氏が 親ら しくして す 

さしず 

る 指図で 運んで いった。 院は 残念が つてお いでに なつ 



帝 は 何よりも 絵に 興味 を 持って おいでになった。 特別 

か じょうず 

にお 好きな せいかお 描きに なること もお 上手であった _ 

斎宮の 女御 は 絵 をよ く 描く ので それが お 気に入つ て、 

女御の 御殿へ おいでになって は ごい つし よに 絵 をお 描 

きになる こと を 楽しみに あそばした。 殿上の 若い 役人 

の 中で も 絵の 描け る 者 を 特にお 愛しになる 帝であった 

から、 まして 美しい 人が、 雅味の ある 絵 を 上手に 墨で 

描いて、 からだ を 横たえながら、 次の 筆の 下ろしよう 

かれん みこ ころ し 

を 考えたり している 可憐 さが 御 心に 泌ん で、 しばしば 

ちょうあい 

こちらへ おいでになる ようになり、 御 寵愛が 見る 見 

る 盛んになった。 権中納 言が それ を 聞く と、 どこまで 



おきな う つぼ 

して、 まず 日本 最初の 小説で ある 竹 取の 翁と 空 穂の 

としかげ 

俊 蔭の 巻 を 左右に して 論評 をお 聞きに なった。 

「竹 取の 老人と 同じように 古くな つた 小説で はあって 

も、 思い上がった 主人公の 赫耶 姫の 性格に 人間の 理想 

の 最高 の ものが 暗示され ていて よいので す。 卑近な ザ J 

とば かりが おもしろい 人に はわから ないで しょうが」 

と 左 は 言う。 右 は、 

「赫耶 姫の 上った 天上の 世界と いう もの は 空想の 所産 

にす ぎません。 この 世の 生活の 写して ある 所 は あまり 

に 非 貴族的で 美しい ものではありません。 宮廷の 描写 

など は 少しもないで はありません か。 赫耶姫 は 竹 取の 



翁の 一 つの 家 を 照らす だけの 光し かなかった ようです 

ね。 安部の 多が 大金で 買った 毛皮が めら めら と 焼け 

ま うら 、- 

たと 書いて あったり、 あれ だけ 蓬 萊の島 を 想像して 言 

くらもち み こ にせもの 

える 倉 持の 皇子が 贋物 を 持って来て ごまかそう とした 

りする ところが とてもい やです」 

こせ おうみ ことば つら ゆき 

この 竹 取の 絵 は 巨 勢の 相覧の 筆で、 詞書き は 貫 之 

かんやが み からにしき 

がして いる。 紙屋 紙に 唐錦の 縁が 付けられ てあつて、 

赤紫の 表紙、 紫檀の 軸で 穏健な 体裁で ある。 

もて あそ 

「俊 蔭 は 暴風と 波に 弄 ばれて 異境 を 漂泊しても 芸術 

を 求める 心が 強くて、 しまいに は 外国に も 日本に もな 

い 音楽 者に な つたと いう 筋が 竹 取 物語より ずっとす ぐ 



と 源氏 は 言つ ている が、 中 納言は 人に も 知らせず 自 

邸の 中で 新 画 を 多く 作らせて いた。 院 もこの 勝負の こ 

と をお 聞きに なって、 梅壺へ 多くの 絵 を 御 寄贈 あそば 

された。 宮中で 一 年 じゅうに ある 儀式の 中のお もしろ 

5; んぎ 

いの を 昔の 名家が 描いて、 延 喜の 帝が 御自身で 説明 を 

お添えに なった 古い 巻き物の ほかに、 御自身の 御代の 

宮廷に あ つ たはな やかな 儀式な ど をお 描かせに な つ た 

さいぐう だ いごく でん みぐ し 

絵巻に は、 斎宮 発足の 日の 大極殿の 別れの 御 櫛の 式 は、 

みこ ころ し 

御 心に 沁んで 思 召された ことなので あつたから、 特に 

きんもち がはく さしず 

構図な ども 公茂 画伯に 詳しくお 指図 を あそばして 製作 

された 非常に りっぱな 絵 もあった。 沈の 木の 透かし 彫 
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